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2 La-5　　　　金属錯塩型直接染料木綿染色布に対する洗剤ビルダーの影響Ⅱ

　　　　　　○後藤純子＊砺波景子＊鈴木映理** 斉藤昌子＊＊永山升三*＊

　　　　　　（＊共立女大・院、*＊共立女大）

＜目的＞　染色堅牢度向上のために金属媒染が行われるが、金属媒染染色布を金属除去作

用の強いビルダーを配合した洗剤で洗浄した際の染色布に対する影響については、未だ明

らかにされていない。著者らは前報1）2)で、銅との錯体形成能を有する直接染料を用いて、

ビルダーおよび界面活性剤の銅除去作用について検討し｡金属除去効果の強いビルダーは、

洗浄過程で染色布中の銅を除去し色相を変化させ、また、日光堅牢度を低下させるという

結果を得た。これらの結果を踏まえ、本研究では、実際の洗浄条件に近づけた硬水による

洗浄を行い､カルシウム存在下における界面活性剤およびビルダーの銅除去作用を検討し、

金属媒染染料に対する洗剤ビルダーの影響を考察した。

＜方法＞　銅と錯体形成能を持つ５種の直接染料で染色した染色布を、硬水中で洗浄し、

染色布の色相変化を調べた。界面活性剤としてはLASを、ビルダーとしてはＥＤＴＡ、STPP

およびゼオライトを用いた。洗浄後の測色にはマクベスCE7000を用いた。

＜結果＞　界面活性剤存在下で金属除去作用の異なるビルダーを用い、Ca存在下（硬水）

での洗浄を行った結果、蒸留水で洗浄を行った場合とは色相変化が異なり、硬水中のCa

と。染色布上に形成した金属錯塩中のCuとの間で、洗剤ビルダーの影響が異なることが

わかった。これは、界面活性剤およびビルダーが、CaおよびCuを捕捉する速度に関係し
ていると思われる。

　1）日本油化学会第30回洗浄に関するシンポジウム要旨集、p 165（1998）
　2）日本家政学会第51回大会研究発表要旨集、p 222 (1999）

2 La- 6 麻／テンセル混合系の酵素処理

○駒城素子

　(お茶女大生活科)

　目的　精製セルロース繊維（テンセル）を麻と混合して酵素処理すると，麻が著しく

劣化する現象が指摘され，問題となっている．そこで，数種の酵素により，麻，テンセ

ル糸の酵素処理を行い，処理前後の繊維の減量および，糸の引張強度と酵素のタイプを

関連づけて検討した．綿糸も比較のため加えて実験した．

　方法　繊維試料：麻（リネン），綿，テンセル各40/1糸．脱イオン水loot:,20分，

３回精練．酵素試料：多成分セルラーゼ(OP8）,単一成分セルラーゼ（IAR，PSG）

いずれもGenencor JapanLtd 提供．酵素処理：酵素濃度，2～20g/L;浴pH=4.8 ;浴比，

1:50 ; 50℃，120分, 120cpm ；失活loot:, 15分；すすぎ，脱イオン水３回．

減量率：酵素処理前後の試料の重量差から算出．引張強度：糸の切断荷重を測定．

　結果1）酵素処理による減量：いずれの酵素でもテンセルでの減量率が，綿，麻と比

較して著しく小さく，また麻において綿より大きい．酵素の種類はテンセルに対しては

影響しないが，綿，麻ではＯＰ８が最も減量効果が高い結果が得られた.

　2）引張り強度変化：いずれの酵素でも麻は酵素処理により著しく引張強度が低下する．

一方，綿は減量率では麻と同傾向であるが，強度低下は異なっている．この傾向は酵素

の種類にも依存しない．したがって強度低下と減量率の間には相関性はないといえる.
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